
JP 5166091 B2 2013.3.21

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）；
（Ａ）２００万～７００万の高重合度ポリエチレングリコール　０．０１～０．３質量％
（Ｂ）α－オレフィン・ビニルピロリドン共重合体　０．１～２０質量％
（Ｃ）トリデカフロオロオクチルトリエトキシシランで表面処理した粉体　０．１～４０
質量％
（Ｄ）繊維　０．１～３質量％
を含有し、
　前記成分（Ｂ）α－オレフィン・ビニルピロリドン共重合体を構成するα－オレフィン
がヘキサデセン、エイコセン、トリアコンテンから選ばれるものであることを特徴とする
含水睫用化粧料。
【請求項２】
　成分（Ｃ）がトリデカフロオロオクチルトリエトキシシラン処理黒酸化鉄であることを
特徴とする請求項１に記載の睫用化粧料。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水溶液が曳糸性を有する水溶性高分子と、α-オレフィン・ビニルピロリド
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ン共重合体と、トリデカフルオロオクチルトリエトキシシランで表面処理した粉体、さら
に繊維とを配合した含水睫用化粧料に関し、より詳しくは、ボリューム効果やロングラッ
シュ効果そして、発色やツヤ感といった化粧効果および化粧持続性に優れた含水睫用化粧
料に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　睫用化粧料は、睫をカールする事や睫を太く、長く見せることで、目元をはっきりさせ
るといった化粧効果をもつものである。
　これらの睫用化粧料は、固形状油分、例えばワックス、ロウ類、油溶性樹脂及び粉体、
皮膜形成剤を中心として構成されており、化粧品としての快適な使用性、使用感、及び機
能性を演出するために、種々の性状、性質をもつワックス類、樹脂、粉体、皮膜形成性樹
脂エマルションなどの配合検討が行われてきた。また、睫を長く見せる効果（ロングラッ
シュ効果）を得るために、ナイロン等の短繊維を配合する技術も検討されてきた。しかし
、繊維を配合してロングラッシュ効果を得るためには、繊維を高配合しなければならず、
繊維同士が絡みあい、束付きや枝付きなどの化粧膜の均一性の低下を引き起こしたり、塗
布膜はがれなど化粧持続性の低下を引き起こすなどの問題点もある。さらに、使用性など
の点から、不具合があり敬遠される市場もある。
　そこで、繊維を高配合する代わりに、水溶液が曳糸性を有する水溶性高分子とα－オレ
フィン・ビニルピロリドン共重合体を用いることで、ボリューム効果がありながらも、均
一性の高い化粧膜が得られ、自然なロングラッシュ感を付与することができる技術もある
（例えば、特許文献１参照）。
　さらに、曳糸性を有する水溶性高分子の中でも、付着力や皮膜強度の観点から特定の成
分に限定し、ロングラッシュ効果だけではなく、ボリューム効果などその他機能を付与す
るといった技術もある（例えば、特許文献２，３参照）。一方、高い撥水・撥油効果を得
るために、粉体をフルオロシランで表面処理したものを化粧品に応用することで、高い化
粧持続性を得ている技術もある（例えば、特許文献４参照）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－３０６８５３号公報
【特許文献２】特開平１１－７９９４０号公報
【特許文献３】特開２００７－３１４６５５号公報
【特許文献４】特表２００３－５１８０２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の技術では、ボリューム効果やロングラッシュ効果は得られ
るが、特に水中油型において、発色やツヤといった点で満足のいくものが得られなかった
。また、特許文献２、３の技術では、付着力や曳糸性が高いため、ロングラッシュ効果は
得られるが、形成する化粧膜の強度が十分ではないため、化粧持続性の点で満足のいくも
のが得られなかった。さらに、特許文献４の技術では、高い化粧持続性は得られるが、粉
体の分散性が不十分であるため、特に顔料に表面処理を施したときに、十分な発色が得ら
れない。また、粉体自体の密着力も低いため、ボリューム効果の点で満足のいくものが得
られなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　そこで本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意研究した結果、水溶液としたとき
に曳糸性を有する水溶性高分子と、α－オレフィン・ビニルピロリドン共重合体と、トリ
デカフルオロオクチルトリエトキシシランで表面処理した粉体、そして繊維を組み合わせ
ることにより、化粧膜の均一性の高いロングラッシュ効果やボリューム効果が得られ、高
い発色やツヤ感といった化粧効果及び高い化粧持続性が得られることを見出した。
さらに、本発明者らは、黒酸化鉄の表面にトリデカフルオロオクチルトリエトキシシラン
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で表面処理を施したものを配合することにより、より黒味やツヤを強調し、目元をより際
立たせる効果を得られることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００６】
すなわち本発明は、次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び、（Ｄ）：
（Ａ）水溶液が曳糸性を有する水溶性高分子
（Ｂ）α-オレフィン・ビニルピロリドン共重合体
（Ｃ）トリデカフルオロオクチルトリエトキシシランで表面処理した粉体
（Ｄ）繊維
を配合することを特徴とする含水睫用化粧料に関するものである。
【０００７】
また、さらに成分（Ｃ）が黒酸化鉄であることを特徴とする含水睫用化粧料に関するもの
である。
【発明の効果】
【０００８】
本発明の含水睫用化粧料は、ロングラッシュ効果、ボリューム効果及び発色やツヤといっ
た化粧効果及びその持続性に優れた含水睫用化粧料を提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　本発明に用いられる成分（Ａ）の水溶液が曳糸性を有する水溶性高分子（以下、単に「
曳糸性水溶性高分子」と略す。）は、水に溶解したものを睫につけた時に糸を引くように
延ばすことができるものであり、ここでは２５℃で、水に１％溶解したものに直径３ｍｍ
の金属棒を１ｃｍ針入して垂直に引き上げたとき、３ｃｍ以上の糸ひき（溶液が金属棒に
付着したまま切れないこと）が起こる糸ひき性を有するものを曳糸性水溶性高分子として
、通常化粧料にもので用いられるものであれば、特に制限されず使用することができる。
例えば、高重合度ポリエチレングリコール、ポリアクリル酸ナトリウム、カルボキシメチ
ルセルロースナトリウム、ヒアルロン酸ナトリウム、ポリビニルアルコール、ポリビニル
ピロリドン等が挙げられる。高重合度ポリエチレングリコールの市販品として、ポリオッ
クスＷＳＲ－Ｎ－１２Ｋ（ＡＭＥＣＨＯＬ社製）、ポリオックスＷＳＲ－Ｎ－６０Ｋ、ポ
リオックスＷＳＲ－３０１、ポリオックスＷＳＲ　ＣＯＡＧＵＬＡＮＴ、ポリオックスＷ
ＳＲ－３０３（以上、ユニオンカーバイト社製）が例示でき、ポリアクリル酸ナトリウム
の市販品として、アロンビス　Ｓ（日本純薬社製）が例示でき、カルボキシメチルセルロ
ースナトリウムの市販品として、ＣＭＣダイセル１１７０、ＣＭＣダイセル１１８０、Ｃ
ＭＣダイセル１２７０、ＣＭＣダイセル１２８０、ＣＭＣダイセル１２９０、ＣＭＣダイ
セル１３５０、ＣＭＣダイセル１３８０（以上、ダイセル化学工業社製）が例示でき、ヒ
アルロン酸ナトリウムの市販品として、ヒアルロン酸ＦＣＨ１２１－Ｓ、ヒアルロン酸Ｆ
ＣＨ２０１Ｓ、ヒアルロン酸ＦＣＨＳＵ－Ｓ（以上、紀文フードケミファ社製）、アセチ
ル化ヒアルロン酸ナトリウム（資生堂ファインケミカル事業部製）が例示でき、ポリビニ
ルピロリドンの市販品として、ＬＵＶＩＳＫＯＬ　Ｋ－９０（バディッシュ社製）が例示
でき、ポリビニルアルコールの市販品として、ＰＶＡ－２０５、ＰＶＡ－２１７、クラレ
ポバール　ＰＶＡ１２４（以上、クラレ社製）、ＰＶＡ－ＥＧ２５、ＰＶＡ－ＥＧ４０、
ＰＶＡ－ＧＬ０５Ｓ、ＰＶＡ－ＥＧ０５、（以上、日本合成社製）が例示できる。中でも
、高重合度ポリエチレングリコールがロングラッシュ効果の点で好ましく、分子量が２０
０万～７００万であると更にロングラッシュ効果が高まり良好なものが得られ好ましい。
これらの曳糸性水溶性高分子は必要に応じ１種または２種以上を用いることができる。
【００１０】
　成分（Ａ）の配合量は、特に限定されないが、好ましくは０．０１～０．３質量％（以
下、単に「％」で示す。）であり、より好ましくは０．０２～０．１５％である。この範
囲であればロングラッシュ効果、ボリューム効果、ツヤ、発色といった化粧効果及び化粧
持続性の点で満足のいくものが得られる。
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【００１１】
　本発明に使用される成分（Ｂ）のα－オレフィン・ビニルピロリドン共重合体は、α－
オレフィンとビニルピロリドンで構成される油溶性の共重合体で、皮膜形成能があり、化
粧料に用いられるものであれば、特に制限されず使用することができる。成分（Ｂ）の共
重合体を構成するα－オレフィンとしては、ヘキサデセンやエイコセン、トリアコンテン
等が挙げられ、エイコセン・ビニルピロリドン共重合体の市販品としてはＡＮＴＡＲＯＮ
 Ｖ－２２０、ＧＡＮＥＸ Ｖ－２２０（以上、ＩＳＰ社製）、ＵＮＩＭＥＲ Ｕ－１５（
ＩＮＤＵＣＨＥＭ社製）が例示でき、ヘキサデセン・ビニルピロリドン共重合体の市販品
として、ＡＮＴＡＲＯＮ Ｖ－２１６（ＩＳＰ社製）が例示でき、トリアコンタニル・ビ
ニルピロリドン共重合体の市販品として、ＡＮＴＡＲＯＮ ＷＰ－６６０（ＩＳＰ社製）
等が挙げられる。
【００１２】
　成分（Ｂ）の配合量は、特に限定されないが、好ましくは０．１～２０％であり、より
好ましくは１～１０％である。この範囲であれば、ロングラッシュ効果、ボリューム効果
、ツヤ、発色といった化粧効果及び化粧持続性の点で満足のいくものが得られる。
【００１３】
　本発明の含水睫用化粧料における、水の配合量は１～８０％が好ましく、さらに、２～
５０％がより好ましい。この範囲であれば、ロングラッシュ効果、ボリューム効果、ツヤ
、発色といった化粧効果及び化粧持続性の点で満足のいくものが得られる。
【００１４】
　本発明の油性睫毛用化粧料に使用される成分（Ｃ）は粉体に下記化学式（１）で示され
るトリデカフルオロオクチルトリエトキシシランを表面処理して得られるものである。
　Ｆ３Ｃ－（ＣＦ２）５－（ＣＨ２）２－Ｓｉ－（ＯＣＨ２ＣＨ３）３　・・・（１）
　また、ＩＮＣＩ名（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｎｏｍｅｎｃｌａｔｕｒｅ　Ｃｏｓ
ｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　ｌａｂｅｌｉｎｇ　ｎａｍｅｓ）で表すと、パーフ
ルオロオクチルトリエトキシシランが挙げられる。
【００１５】
粉体をトリデカフルオロオクチルトリエトキシシランで表面処理することにより撥水性お
よび撥油性を付与し、化粧料中に配合した場合に汗や皮脂による化粧崩れを防いで化粧持
続性を向上させることが出来る。さらに、シリコーン処理や従来このような撥水撥油処理
に用いられてきたパーフルオロアルキルリン酸塩処理と比較して、化粧料中に配合した場
合に油剤中での分散性が良好であり、そのため化粧膜が均一で高いツヤ感が得られるなど
使用性の向上や安定性の面で優れている。
【００１６】
　成分（Ｃ）の表面処理に用いられる粉体としては通常化粧料に用いられるものであれば
いずれのものでもよく、板状、紡錘状、針状等の形状、煙霧状、微粒子、顔料級などの粒
子径、多孔質、無孔質等の粒子構造等により特に限定されず、無機粉体類、光輝性粉体類
、有機粉体類、色素粉体類、複合粉体類、等が挙げられる。具体的には、コンジョウ、群
青、ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄、酸化チタン、酸化亜鉛、酸化アルミニウム、酸化セ
リウム、酸化マグネシウム、酸化ジルコニウム、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム、酸
化クロム、水酸化クロム、カーボンブラック、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸マグネシウム
、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、雲母、合成雲母、合成セリサイト、セリサイト、タ
ルク、カオリン、シリカ、炭化珪素、硫酸バリウム、窒化硼素等の無機粉体類、オキシ塩
化ビスマス、雲母チタン、酸化鉄処理雲母、酸化鉄処理雲母チタン、有機顔料処理雲母チ
タン、酸化チタン処理ガラス末、酸化鉄酸化チタン処理ガラス末、アルミニウムパウダー
等の光輝性粉体類、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸亜鉛、Ｎ－アシルリジン、
ナイロン等の有機粉体類、有機タール系顔料、有機色素のレーキ顔料等の色素粉体類、微
粒子酸化チタン被覆雲母チタン、微粒子酸化亜鉛被覆雲母チタン、硫酸バリウム被覆雲母
チタン、酸化チタン含有二酸化珪素、酸化亜鉛含有二酸化珪素等の複合粉体、ポリエチレ
ンテレフタレート・アルミニウム・エポキシ積層末、ポリエチレンテレフタレート・ポリ
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オレフィン積層フィルム末、ポリエチレンテレフタレート・ポリメチルメタクリレート積
層フィルム末等が挙げられ、これらを１種又は２種以上を用いることができる。また、こ
れら粉体は１種又は２種以上の複合化したものを用いても良い。
【００１７】
　トリデカフルオロオクチルトリエトキシシランの粉体への表面処理方法は特に限定され
ないが、例えば特開２００７－２３８６９０号公報に記載の方法に従って処理することが
出来る。例えば、トリデカフルオロオクチルトリエトキシシランをミキサー内で添加ある
いは滴加することにより粉体と混合した後、熱処理を行い必要に応じて開砕することによ
り目的とする表面処理粉体を得ることができる。あるいは、トリデカフルオロオクチルト
リエトキシシランをアセトン、トルエン等の有機溶媒に加熱溶解もしくは分散し、その中
に粉体を加えて混合した後に有機溶媒を除去し、乾燥後解砕することにより目的とする表
面処理粉体を得ることができる。
　また、本発明の効果を損なわない範囲でトリデカフルオロオクチルトリエトキシシラン
以外のフッ素化合物やシリコーン系油剤、炭化水素等、高級脂肪酸、高級アルコール、エ
ステル、ワックス、金属石ケン、界面活性剤などの他のコーティング剤で前処理または同
時に処理しても良い。
【００１８】
　成分（Ｃ）のトリデカフルオロオクチルトリエトキシシランの粉体への処理量は粉体重
量に対して０．０５～２０％が好ましく、０．１～１５％の範囲がより好ましい。この範
囲であれば処理剤同士の縮合や未反応の処理剤の残存による感触や流動性への悪影響など
が起きることなく、粉体に対して撥水撥油性や油剤中での分散性を十分に付与することが
できる。また、本発明に用いられる粉体は全てトリデカフルオロオクチルトリエトキシシ
ランで処理したものを使用する必要はなく、本発明の効果を妨げない範囲で未処理の粉体
や一般油剤、シリコーン系油剤、界面活性剤等で処理したものを組み合わせて使用するこ
ともできる。
【００１９】
　成分（Ｃ）の配合量は特に限定されないが、０．１～４０％が好ましく５～３５％がよ
り好ましい。この範囲であれば、ロングラッシュ効果、ボリューム効果、ツヤ、発色とい
った化粧効果及び化粧持続性の点で満足のいくものが得られる。また、成分（Ｃ）が黒酸
化鉄であると、より黒味やツヤを強調し、目元をより際立たせる効果としてより優れたも
のが得られる。
【００２０】
　本発明に使用される成分（Ｄ）の繊維は、睫を長く見せるロングラッシュ効果を演出す
るために配合され、化粧品に一般に使用されるものであれば特に制限されず、ナイロン、
ポリエステル等の合成繊維、レーヨン等の人造繊維、セルロース等の天然繊維、アセテー
ト人絹等の半合成繊維等が挙げられ、これらは特に限定されるものではなく、必要に応じ
て１種又は２種以上を用いることができる。このうち、ナイロンを用いる場合には、長さ
は０．３～３ｍｍのものが好ましく、太さは０．１～２０デニールのものが好ましく、更
には０．５～１０デニールのものがより好ましい。これらの繊維は一般油剤、シリコーン
油、フッ素化合物、界面活性剤等で処理したものも使用することができる。また、成分（
Ｃ）のトリデカフルオロオクチルトリエトキシシランで表面処理し使用することもできる
。
【００２１】
　成分（Ｄ）の配合量は、特に限定されないが、好ましくは０．１～３％であり、より好
ましくは０．５～２％である。本技術では、繊維の配合量が少なくても十分なロングラッ
シュ効果を演出することができ、それにより化粧膜の均一性や使用性が向上する。この範
囲であれば、ロングラッシュ効果、ボリューム効果、ツヤ、発色といった化粧効果及び化
粧持続性の点で満足のいくものが得られる。
【００２２】
　本発明の含水睫用化粧料は、上記した必須成分の他に、通常化粧料に使用される成分、
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例えば、水性成分、付着性や持続性、安定性を向上させる効果を持つ被膜形成性エマルシ
ョンポリマーや、感触調整や着色の目的で粉体成分や、基剤、エモリエント成分として油
性成分、保湿、粉体分散、感触調整の為の界面活性剤、紫外線吸収剤、保湿剤、水溶性被
膜形成性樹脂、褪色防止剤、酸化防止剤、消泡剤、美容成分、防腐剤、香料、などを本発
明の効果を損なわない範囲で適宜配合することができる。
【００２３】
　必須で含まれる水以外の水性成分としては、水に可溶な成分であれば何れでもよく、例
えば、エチルアルコール、イソプロピルアルコール等のアルコール類、プロピレングリコ
ール、１，３－ブチレングリコール、ジプロピレングリコール等のグリコール類、グリセ
リン、ジグリセリン、ポリグリセリン等のグリセロール類、ソルビトール、マルチトール
、ショ糖、でんぷん糖、ラクチトール等の糖類、グアーガム、コンドロイチン硫酸ナトリ
ウム、アラビアガム、アルギン酸ナトリウム、カラギーナン、メチルセルロース、ヒドロ
キシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、カルボキシビニルポリマー等の曳
糸性を持たない水溶性高分子、塩化ナトリウム、塩化マグネシウム、乳酸ナトリウム等の
塩類、アロエベラ、ウィッチヘーゼル、ハマメリス、キュウリ、レモン、ラベンダー、ロ
ーズ等の植物抽出液等が挙げられる。
【００２４】
　皮膜形成性ポリマーエマルションとしては、高分子化合物を水性溶媒に分散してあるも
ので、通常化粧品に使用されるものであれば特に制限されず、いずれのものも使用するこ
とができる。例えば、（メタ）アクリル酸アルキル重合体エマルション、（メタ）アクリ
ル酸アルキル共重合体エマルション、（メタ）アクリル酸・（メタ）アクリル酸アルキル
共重合体エマルション、（メタ）アクリル酸アルキル・スチレン共重合体エマルション、
酢酸ビニル含有共重合体エマルション、ビニルピロリドン・スチレン共重合体エマルショ
ン、シリコーン含有重合体エマルション、シリコーン含有共重合体エマルション等が挙げ
られる。これらのポリマーエマルションは、必要に応じ、１種又は２種以上を使用するこ
とができる。
【００２５】
　油性成分としては、動物油、植物油、合成油等の起源、及び、固形油、半固形油、液体
油、揮発性油等の性状を問わず、炭化水素類、油脂類、ロウ類、硬化油類、エステル油類
、脂肪酸類、高級アルコール類、シリコーン油類、フッ素系油類、ラノリン誘導体類、油
性ゲル化剤類等が挙げられる。具体的には、流動パラフィン、スクワラン、ワセリン、ポ
リイソブチレン、ポリブテン、パラフィンワックス、セレシンワックス、マイクロクリス
タリンワックス、ポリエチレンワックス、エチレン・プロピレンコポリマー、モンタンワ
ックス、フィッシャートロプシュワックス等の炭化水素類、オリーブ油、ヒマシ油、ホホ
バ油、ミンク油、マカデミアンナッツ油等の油脂類、ミツロウ、カルナウバワックス、キ
ャンデリラワックス、ゲイロウ等のロウ類、モクロウ、セチルイソオクタネート、ミリス
チン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、トリ
オクタン酸グリセリル、ジイソステアリン酸ポリグリセリル、トリイソステアリン酸ジグ
リセリル、リンゴ酸ジイソステアリルトリベヘン酸グリセリル、ロジン酸ペンタエリトリ
ットエステル、ジオクタン酸ネオペンチルグリコール、コレステロール脂肪酸エステル、
Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（コレステリル・ベヘニル・オクチルドデシル）等
のエステル類、ステアリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、ベヘン酸、イソステアリン酸
、オレイン酸等の脂肪酸類、ステアリルアルコール、セチルアルコール、ラウリルアルコ
ール、オレイルアルコール、イソステアリルアルコール、ベヘニルアルコール等の高級ア
ルコール類、低重合度ジメチルポリシロキサン、高重合度ジメチルポリシロキサン、メチ
ルフェニルポリシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、オクタメチルシクロテ
トラシロキサン、架橋型オルガノポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン等のシリコ
ーン類、パーフルオロデカン、パーフルオロオクタン、パーフルオロポリエーテル等のフ
ッ素系油剤類、ラノリン、酢酸ラノリン、ラノリン脂肪酸イソプロピル、ラノリンアルコ
ール等のラノリン誘導体、デキストリン脂肪酸エステル、蔗糖脂肪酸エステル、１２－ヒ
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ドロキシステアリン酸、デンプン脂肪酸エステル、イソステアリン酸アルミニウム、ステ
アリン酸カルシウム等の油性ゲル化剤類等が挙げられる。
【００２６】
　成分（Ｃ）以外の粉体成分としては、板状、紡錘状、針状等の形状、粒子径、多孔質、
無孔質等の粒子構造等により特に限定されず、無機粉体類、光輝性粉体類、有機粉体類、
色素粉体類、複合粉体類、等が挙げられる。具体的には、コンジョウ、群青、ベンガラ、
黄酸化鉄、黒酸化鉄、酸化チタン、酸化亜鉛、酸化アルミニウム、酸化セリウム、酸化マ
グネシウム、酸化ジルコニウム、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム、酸化クロム、水酸
化クロム、カーボンブラック、無水ケイ酸、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸マグネシウム、
ケイ酸アルミニウムマグネシウム、マイカ、合成マイカ、合成セリサイト、セリサイト、
タルク、カオリン、炭化珪素、硫酸バリウム、ベントナイト、スメクタイト、窒化硼素等
の無機粉体類、オキシ塩化ビスマス、雲母チタン、酸化鉄コーティング雲母、酸化鉄雲母
チタン、有機顔料処理雲母チタン、アルミニウムパウダー等の光輝性粉体類、ステアリン
酸マグネシウム、ステアリン酸亜鉛、Ｎ－アシルリジン、ナイロン等の有機粉体類、有機
タール系顔料、有機色素のレーキ顔料等の色素粉体類、微粒子酸化チタン被覆雲母チタン
、微粒子酸化亜鉛被覆雲母チタン、硫酸バリウム被覆雲母チタン、酸化チタン含有二酸化
珪素、酸化亜鉛含有二酸化珪素等の複合粉体、ポリエチレンテレフタレート・アルミニウ
ム・エポキシ積層末、ポリエチレンテレフタレート・ポリオレフィン積層フィルム末、ポ
リエチレンテレフタレート・ポリメチルメタクリレート積層フィルム末等が挙げられ、こ
れらを１種又は２種以上を用いることができる。また、これら粉体は１種又は２種以上の
複合化したものを用いても良く、その表面を油剤処理、シリコーン化合物処理、成分（Ｃ
）以外のフッ素化合物処理、金属石鹸処理、界面活性剤処理、アミノ酸系化合物処理、水
溶性高分子処理等を施してあってもよい。
【００２７】
　界面活性剤としては、化粧品一般に用いられている界面活性剤であればいずれのものも
使用でき、非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、両性
界面活性剤等が挙げられる。
　非イオン界面活性剤としては、例えば、グリセリン脂肪酸エステル及びそのアルキレン
グリコール付加物、ポリグリセリン脂肪酸エステル及びそのアルキレングリコール付加物
、プロピレングリコール脂肪酸エステル及びそのアルキレングリコール付加物、ソルビタ
ン脂肪酸エステル及びそのアルキレングリコール付加物、ソルビトールの脂肪酸エステル
及びそのアルキレングリコール付加物、ポリアルキレングリコール脂肪酸エステル、蔗糖
脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル、グリセリンアルキルエーテル
、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ラ
ノリンのアルキレングリコール付加物、ポリオキシアルキレンアルキル共変性シリコーン
、ポリエーテル変性シリコーン等が挙げられる。
　アニオン界面活性剤としては、例えば、ステアリン酸、ラウリン酸のような脂肪酸の無
機及び有機塩、アルキルベンゼン硫酸塩、アルキルスルホン酸塩、α－オレフィンスルホ
ン酸塩、ジアルキルスルホコハク酸塩、α－スルホン化脂肪酸塩、アシルメチルタウリン
塩、Ｎ－メチル－Ｎ－アルキルタウリン塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩
、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル硫酸塩、アルキル燐酸塩、ポリオキシエ
チレンアルキルエーテル燐酸塩、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル燐酸塩、
Ｎ－アシルアミノ酸塩、Ｎ－アシル－Ｎ－アルキルアミノ酸塩、ο－アルキル置換リンゴ
酸塩、アルキルスルホコハク酸塩等が挙げられる。
　カチオン界面活性剤としては、例えば、アルキルアミン塩、ポリアミン及びアルカノー
ルアミン脂肪酸誘導体、アルキル四級アンモニウム塩、環式四級アンモニウム塩等が挙げ
られる。
　両性界面活性剤としては、アミノ酸タイプやベタインタイプのカルボン酸型、硫酸エス
テル型、スルホン酸型、リン酸エステル型のものがあり、人体に対して安全とされるもの
が使用できる。例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アルキル－Ｎ－カルボキシルメチルアン
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アルキル－Ｎ－スルフォアルキレンアンモニウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジアルキル－Ｎ，Ｎ
－ビス（ポリオキシエチレン硫酸）アンモニウムベタイン、２－アルキル－１－ヒドロキ
シエチル－１－カルボキシメチルイミダゾリニウムベタイン、レシチン等が挙げられる。
【００２８】
　紫外線吸収剤としては、例えばベンゾフェノン系、ＰＡＢＡ系、ケイ皮酸系、サリチル
酸系、４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシジベンゾイルメタン、オキシベンゾン等、
保湿剤としては、例えばタンパク質、ムコ多糖、コラーゲン、エラスチン、ケラチン等、
酸化防止剤としては、例えばα－トコフェロール、アスコルビン酸等、美容成分としては
、例えばビタミン類、消炎剤、生薬等、防腐剤としては、例えばパラオキシ安息香酸エス
テル、フェノキシエタノール、１，２－ペンタンジオール等が挙げられる。
【００２９】
　本発明の含水睫用化粧料の剤型としては、油中水型、水中油型等が挙げられるが、中で
も水中油型が好ましい。形態としてはクリーム状、ゲル状、液状が挙げられるが、中でも
クリーム状が好ましい。製品としてはマスカラ、マスカラ下地に応用できる。
【００３０】
　以下、例をあげて本発明を更に説明する。なお、これらは本発明を何ら限定するもので
はない。
【実施例】
【００３１】
　実施例１～５及び比較例１～６　マスカラ（水中油型）
　表１に示す処方のマスカラを調製し、睫のボリューム効果、睫のロングラッシュ効果、
そして、発色やツヤといった化粧効果、及びその化粧効果の持続性について下記の方法に
より官能評価を行った。その結果も併せて表１に示す。
　使用したトリデカフルオロオクチルトリエトキシシラン処理粉体は、イソプロピルアル
コールに粉体を添加分散し、トリデカフルオロオクチルトリエトキシシランを添加する。
そして、加熱混合することで、表面処理する。次に、乾燥して溶剤を揮発させ、最後に粉
砕処理を行って得たものである。
【００３２】
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【表１】

【００３３】
＊１：ＡＮＴＡＲＯＮ　Ｖ－２２０（ＩＳＰ社製）
＊２：ＡＮＴＡＲＯＮ　ＷＰ－６６０（ＩＳＰ社製）
＊３：オパノールＢ－１００（ＢＡＳＦ社製）
＊４：ナイロンファイバー６．３Ｔ－２ＭＭ（中部パイル社製）
＊５：Ｐ．Ｐファイバー５．６Ｄ－２ＭＭ（中部パイル社製）
＊６：ＹＯＤＯＺＯＬ　ＧＨ８１０Ｆ（固形分５０％）（ポリマーラテックス社製）
＊７：ビニブランＧＶ－５６５１（固形分４０％）（日信化学工業社製）
＊８：高重合度ポリエチレングリコール：ポリオックスＷＳＲ－３０１（ＩＳＰ社製）
＊９：曳糸性を有さない高重合度ポリエチレングリコール：ＰＥＧ２００００（日本油脂
社製）
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（製法）
Ａ．成分（１）～（８）を加熱溶解し、成分（９）～（１１）を加え、均一に混合する。
Ｂ．成分（１２）～（２３）を均一に混合する。
Ｃ．ＡにＢを加え、乳化する。
Ｄ．Ｃを容器に充填して製品とする。
【００３４】
（評価方法）
　１０名の官能評価パネルにより、各試料を下記ａ～ｅの評価項目について、（１）絶対
評価基準を用いて７段階に評価し、各試料の評点の平均値を（２）４段階判定基準を用い
て判定した。尚、表１には、判定と（　）内に評点の平均値を記載した。
　尚、評価項目ｅについては、試料を睫に塗布し、パネルに通常の生活をしてもらい、１
２時間後の化粧効果について評価した。
（評価項目）
　ａ．ボリューム効果
　ｂ．ロングラッシュ効果
　ｃ．ツヤ
　ｄ．発色
　ｅ．化粧持続性
絶対評価基準
（評点）：（評価）
　　　６：非常に良い
　　　５：良い
　　　４：やや良い
　　　３：普通
　　　２：やや悪い
　　　１：悪い
　　　０：非常に悪い
（２）４段階判定基準
（平均点）　　　　　：（判定）
５点を超える　　　　：非常に良好：◎
３点を超えて５点以下：良好　　　：○
１点を超えて３点以下：やや不良　：△
１点以下　　　　　　：不良　　　：×
【００３５】
　表１の結果から明らかなように、本発明品１～５のマスカラは、比較品１～７のマスカ
ラに比較し、ボリューム効果やロングラッシュ効果、ツヤ、発色といった化粧効果及びそ
の化粧持続性の全ての面で、はるかに優れた特性を有していることがわかる。
一方、水溶液が曳糸性を有する水溶性高分子の配合されていない比較例１では、マスカラ
液に曳糸性を十分に与えることができないため、ロングラッシュ効果の点で満足のいくも
のが得られない。また、滑らかさも十分ではないため、重ね付けしにくくなり、化粧膜の
均一性が低下し、ツヤや発色の点で満足のいくものが得られなかった。α－オレフィン・
ビニルピロリドン共重合体の配合されていない比較例２では、付着性が低いことや束付き
やダマ付きなどがあり、化粧膜の均一性に乏しいため、ボリューム効果及びツヤ、発色の
点で満足のいくものが得られなかった。また、化粧膜の強度も十分ではないため、化粧持
続性の点でも満足のいくものが得られなかった。また、表面をパーフロアルキルリン酸エ
ステルジエタノールアミン塩処理した黒酸化鉄を使用している比較例３及び表面処理を施
していない黒酸化鉄を使用している比較例４では、トリデカフルオロオクチルトリエトキ
シシラン処理した黒酸化鉄に比べ、分散性が低く、付着性にも乏しいため、ツヤや発色そ
して、化粧持続性の点で、満足のいくものが得られなかった。また、α－オレフィン・ビ
ニルピロリドン共重合体のかわりにポリイソブチレンを使用している比較例６では、付着
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力はあるが、マスカラ液に対して滑らかさを十分に付与できないため、ロングラッシュ効
果の点で満足のいくものが得られず、重ね付けもしにくいため、化粧膜の均一性の点に欠
け、ツヤや発色の点で満足のいくものが得られずなかった。また、化粧膜の強度が低下し
てしまうため、化粧持続性の点で満足のいくものが得られなかった。
さらに、成分（Ａ）の代わりに水溶液が曳糸性を有しない高重合度ポリエチレングリコー
ルを用いた比較例６では、マスカラ液に曳糸性を与えることができないため、少量の繊維
の配合では、ロングラッシュ効果の点で満足のいくものが得られない。また、滑らかさも
十分ではないため、重ね付けしにくくなり、化粧膜の均一性が低下し、発色やツヤの点で
満足のいくものが得られなかった。
【００３６】
以下に実施例６～８をあげ、実施例１～４の評価方法と同様の方法で評価した結果をあわ
せて記載した。使用したトリデカフルオロオクチルトリエトキシシラン処理粉体は、実施
例１～５と同様の処理を行って得たものを使用した。
　実施例６：マスカラ（水中油型）
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
（２）カルナウバロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（３）ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（４）パラフィンワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（５）α－オレフィン・ポリビニルピロリドン共重合体＊１　　　　　　２０
（６）α－オレフィン・ポリビニルピロリドン共重合体＊２　　　　　　　２
（７）自己乳化型モノステアリン酸グリセリン　　　　　　　　　　　　　１
（８）ショ糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
（９）モノオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタン（２０Ｅ．Ｏ．）　　１．３
（１０）セスキオレイン酸ソルビタン　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１１）３％－トリデカフルオロオクチルトリエトキシシラン
処理ベンガラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（１２）無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１３）ナイロン繊維＊５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
（１４）トリエタノールアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２
（１５）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　８
（１６）パラオキシ安息香酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（１７）アクリル酸アルキル共重合体エマルション＊６　　　　　　　　１０
（１８）ポリ酢酸ビニルエマルション＊７　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１９）曳糸性水溶性高分子＊８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（２０）ポリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（２１）ヨクイニン抽出液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
（２２）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
（製法）
Ａ．成分（１）～（１０）を加熱溶解し、成分（１１）を加え、均一に混合する。
Ｂ．成分（１２）～（２２）を均一に混合する。
Ｃ．ＡにＢを加え、乳化する。
Ｄ．Ｃを容器に充填して製品とする。
　以上のようにして得られた水中油型マスカラは、実施例１～５の評価方法に従って評価
した結果、ボリューム効果やロングラッシュ効果、そしてツヤ、発色といった化粧効果及
び化粧持続性の全てにおいて優れたものであった。
【００３７】
　実施例７：マスカラ（水中油型）
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
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（２）キャンデリラワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
（３）ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．５
（４）セタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（５）α－オレフィン・ビニルピロリドン共重合体＊２　　　　　　　　　５
（６）モノステアリン酸グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．９
（７）ショ糖脂肪酸エステル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
（８）モノオレイン酸ポリオキシエチレンソルビタン（２０Ｅ．Ｏ．）　　１．３
（９）セスキオレイン酸ソルビタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１０）ロジン酸ペンタエリスリット　　　　　　　　　　　　　　　　　３
（１１）ベンガラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．４
（１２）黄酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．６
（１３）３％－トリデカフルオロオクチルトリエトキシシラン処理タルク　２
（１４）３％－トリデカフルオロオクチルトリエトキシシラン
処理マイカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
（１５）トリエタノールアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．１
（１６）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　７
（１７）アクリル酸アルキル共重合体エマルション＊６　　　　　　　　１０
（１８）ポリ酢酸ビニルエマルション＊７　　　　　　　　　　　　　　２０
（１９）曳糸性水溶性高分子＊１２　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（２０）ナイロン繊維＊５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
（２１）無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５
（２２）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（２３）防腐剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（２４）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
＊１２：アロンビスＳ（日本純薬社製）
（製法）
Ａ．成分（１）～（１０）を加熱溶解し、成分（１１）～（１４）を加え、均一に混合す
る。
Ｂ．成分（１５）～（２４）を均一に混合する。
Ｃ．ＡにＢを加え、乳化する。
Ｄ．Ｃを容器に充填して製品とする。
　以上のようにして得られた水中油型マスカラは、実施例１～５の評価方法に従って評価
した結果、ボリューム効果やロングラッシュ効果、そしてツヤ、発色といった化粧効果及
び化粧持続性の全てにおいて優れたものであった。
【００３８】
　実施例８：マスカラ（油中水型）
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　５
（２）軽質流動イソパラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（３）トリメチルシロキシケイ酸溶液＊１３　　　　　　　　　　　　　　４
（４）α－オレフィン・ビニルピロリドン共重合体＊１　　　　　　　　　８
（５）α－オレフィン・ビニルピロリドン共重合体＊２　　　　　　　　　２
（６）ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン共重合体＊１４　　　　２
（７）ジメチルジステアリルアンモニウムヘクトライト　　　　　　　　　５
（８）無水ケイ酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
（９）レーヨン繊維＊１５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
（１０）３％－トリデカフルオロオクチルトリエトキシシラン
処理黒酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（１１）タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（１２）ポリ酢酸ビニルエマルション＊７　　　　　　　　　　　　　　１０
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（１３）曳糸性水溶性高分子＊８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（１５）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
＊１３　シリコンＫＦ－９０２１（信越化学工業社製）
＊１４　ＮＵＣシリコーン　ＳＳ２８０２（日本ユニカー社製）
＊１５　レーヨンファイバー７Ｄ－２ＭＭ（中部パイル社製）
（製法）
Ａ．成分（３）～（６）を混合し、成分（１）、（２）を加え、溶解する。
Ｂ．Ａに成分（７）を加え、混合する。
Ｃ．Ｂに成分（８）～（１１）を加え、溶解する。
Ｄ．Ｃに成分（１２）～（１５）を加え、乳化する。
Ｅ．Ｄを容器に充填して製品とする。
　以上のようにして得られた油中水型マスカラは、実施例１～５の評価方法に従って評価
した結果、ボリューム効果やロングラッシュ効果、そしてツヤ、発色といった化粧効果及
び化粧持続性の全てにおいて優れたものであった。
【００３９】
　実施例９：マスカラ下地（水中油型）
（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）キャンデリラ樹脂＊１６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（２）イヌリンステアレート＊１７　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
（３）ミツロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
（４）ポリエチレンワックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
（５）α－オレフィン・ビニルピロリドン共重合体＊１　　　　　　　　　８
（６）α－オレフィン・ビニルピロリドン共重合体＊２　　　　　　　　　８
（７）軽質流動イソパラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
（８）３％－トリデカフルオロオクチルトリエトキシシラン処理マイカ　　５
（９）雲母チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
（１０）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０
（１１）ポリ酢酸ビニルエマルション＊７　　　　　　　　　　　　　　２０
（１２）曳糸性水溶性高分子＊１８　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１３）大豆リン脂質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（１４）エチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
（１５）ナイロン繊維＊１９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
＊１６　キャンデリラ樹脂Ｅ－１（日本ナチュラルプロダクツ社製）
＊１７　レオパールＩＳＫ（千葉製粉社製）
＊１８　ポリオックスＷＳＲ　Ｎ－１２Ｋ（ＡＭＥＣＨＯＬ社製）
＊１９　ナイロンファイバー３Ｄ－１ＭＭ（中部パイル社製）
（製法）
Ａ．成分（１）～（９）を均一に混合溶解し、成分（１０）～（１５）を加えて均一に混
合する。
Ｂ．Ａを容器に充填して製品とする。
　以上のようにして得られた水中油型マスカラ下地は、実施例１～５の評価方法に従って
評価した結果、ボリューム効果やロングラッシュ効果、そしてツヤ、発色といった化粧効
果及び化粧持続性の全てにおいて優れたものであった。
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